
株主説明会
2023年6月24日（土）



経営体制強化の方針

新経営／執行役体制が新たにスタート

松本大：代表執行役社長CEO → 代表執行役会長（取締役会議長）

清明祐子：代表執行役Co-CEO → 代表執行役社長CEO

新たな執行体制の構築により、
持続的かつ長期的な企業価値向上への道筋を強固に
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今後の事業戦略について
1. 日本セグメント（マネックス証券）
2. 米国セグメント（トレードステーション）
3. 運用事業
4. クリプトアセット事業（コインチェック）
5. 新規事業

目次



1. 日本セグメント（マネックス証券）



アセマネモデル
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日本セグメントでは、2020年より、
“お客様の資産増加”にコミットする「アセマネモデル」を推進

提供内容

サービス内容

目指すゴール

取引が円滑にできる
システムの提供

プロセス重視

投資情報、取引システムの充実、
安価な手数料による
取引しやすいサービス

ブローカーモデル

結果重視

お客さま資産の増加する
金融商品の提供

保有している資産の
残高が増える

金融商品・サービスの提供

アセマネモデル
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2013年3月末 2014年3月末 2015年3月末 2016年3月末 2017年3月末 2018年3月末 2019年3月末 2020年3月末 2021年3月末 2022年3月末 2023年5月末

預かり資産推移（商品別）
日本株現物 外国株 投資信託 その他

マネックス証券の預かり資産推移
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預かり資産は順調に成長。特に、米国株および投資信託残高が伸長

（兆円）

預かり資産
（2023年5月末）

6.5兆円



マネックス証券の収益構造
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残高に応じて収益を享受するタイプの商品・サービス強化により
収益ボラティリティを低減。収益源が多様化

（百万円）
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マネックス証券の営業収益推移
金融収益 FX・債券関連収益 その他 投信代行手数料 外国株委託手数料等 日本株委託手数料



マネックス証券の強み
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コスト競争力、豊富な商品ラインナップ、多面的かつ専門性の高い投資
情報に加え、内製化システムを有することによる独自のツールが定評

ワン株

マネクリ

日本株コスト

米国株サービス

クレジットカード積立

専門性高い講師陣

ON COMPASS
運用パフォーマンスNo.1 

マネックス銘柄スカウター



金融機関等との提携

9

規模拡大のために、金融機関等との業務提携をすすめ、
「貯蓄から投資」を推進するとともに、顧客基盤拡大を目指す
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資産形成層の
裾野拡大へイオン銀行口座数

809万口座※ 内製化証券システム
＋

API

小売業における
顧客接点

金融商品仲介提携
豊富な金融商品

投資信託保有

30万口座

※2022年9月末時点の口座数。なお投資信託保有口座に関する権利義務は、2024年1月にイオン銀行からマネックス証券へ移管予定。

※



2. 米国セグメント（トレードステーション）



米国セグメントの業績推移

米国金利上昇により顧客預かり金運用益が大きく収益寄与。
得意とするアクティブトレーダー層の獲得も堅調で過去最高業績を記録
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米国セグメント 四半期収支推移
営業収益※1（米ドル預り金運用益除く：左軸） 販売費・一般管理費（左軸）
米ドル預り金運用益（左軸） 営業利益相当額（右軸）（百万米ドル） （百万米ドル）

※1 金融費用及び売上原価控除後営業収益 ※2 営業利益相当額

過去最高
四半期収益&営業利益※2



トレードステーションのターゲット顧客
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取引回数：10回以上/月

取引回数：3～10回程度/月

取引回数：3回未満/月

アクティブ
インベスター

アクティブ
トレーダー

トラディショナル
インベスター

アクティブトレーダー層へのサービス提供に集中し、収益性向上を目指す

顧客ターゲット 一般的な個人投資家の分類



トレードステーションの成長性（ホワイトスペース）
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米国の個人投資家数の推移
（2007年～2022年）

出典：Celent社 Ashley Longabaugh著「The 2020 Self-Directed Investor and Brokerage Market
（2020年自律志向型投資家と証券市場）」（2020年7月）

米国のアクティブトレーダー層は着実に増加

ｓぐ
米国

アクティブトレーダー
約600万人

約20万口座

世界全体
アクティブトレーダー

アクティブトレーダー 個人投資家（合計）

アクティブ
インベスター

トラディショナル
インベスター
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強化中の取組み

・API連携
・コンシェルジュサービス

TradeStation 10
デスクトップ版プラットフォーム

TradingView
（API連携）

先物取引 – 4年連続で「最上位クラス」

外部からの評価

トレードステーションの強み

アクティブトレーダー層に最適な取引体験・サービスを提供。

アクティブ取引 – 13年連続で「最上位クラス」



3. 運用事業



マネックス・アセットマネジメントのAUM（運用残高）推移

ON COMPASSシリーズのAUMが堅調に推移していることに加え、
機関投資家／事業法人向け運用サービスが急成長
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機関投資家／事業法人向け運用の概要

国内私募投信市場は、公募投信に並んで大きなポテンシャルを有す。
私募投信において、今後も更なる残高獲得を見込む
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私募投信市場

112兆円

投信市場

292兆円

国内投資信託市場

※2023年4月末時点
0

200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

2021年3月 2021年12月 2022年9月

マネックス・アセットマネジメント
私募ファンド残高 2023年5月末時点

1,837億円

年間
20倍
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ON COMPASSの運用成績

ON COMPASSシリーズは金融庁公表の「ファンドラップの
『費用控除後』平均パフォーマンス」でトップの成績を誇る。
揺るぎない運用力は個人投資家の資産増加に貢献
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東海東京ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

MUFGﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

ﾀﾞｲﾜSMA
りそなﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

ｳｴﾙｽ･ｽｸｴｱ ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

Mizuho Fund Wrap
みずほﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

野村ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

ﾀﾞｲﾜﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ ﾌﾟﾚﾐｱﾑ

ﾀﾞｲﾜﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟｵﾝﾗｲﾝ (※）

野村SMA (ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｯﾌﾟ)
ｱｲｻﾞﾜﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

楽ﾗｯﾌﾟ（※）

SMBCﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

GRAN GOAL
三井住友信託ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ (SMA)

いちよしﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ ﾄﾞﾘｰﾑ･ｺﾚｸｼｮﾝ

日興ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ （ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾛｽﾁｬｲﾙﾄﾞ)
ﾀﾞｲﾜﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

水戸ﾌｧﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ

ON COMPASS+
ON COMPASS（※）

ファンドラップ（ＳＭＡを含む）の「費用控除後」平均パフォーマンス（3か年）

ON COMPASS
ON COMPASS+

ON COMPASS シリーズが第1位、2位独占
6.33.5

※ 金融庁公表「国内運用会社の運用パフォーマンスを示す代表的な指標（KPI）の測定と国内公募投信についての諸論点に関する分析」の別添
「2022年末（４）ファンドラップ関連」より、マネックス・アセットマネジメントが作成。
※ データは2022年12月末時点。並びは「費用控除後・リターン（過去3年）」の降順。3年以上運用実績のある商品が対象。



運用事業の位置付け

 高い運用力と高付加価値のサービスを強みに、
個人投資家の資産増加に貢献（「アセマネモデル」をけん引）

 残高ベースの収益源の拡充がグループの企業価値向上に貢献

 運用事業を次の柱とすべく、国内外M&Aも積極的に検討
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当社グループの成長戦略上、最重要事業としてさらに強化



4. クリプトアセット事業（コインチェック）



クリプトアセット事業のグローバル化

De-SPACを通じた、米NASDAQ市場への上場を目指し、
グローバル化を進める

Thunder Bridge Capital Partners IV, Inc. との合併により、
Coincheck Groupはナスダック上場を目指す
（BCA契約※は2024年7月2日まで有効）

グローバルな投資家へのエクスポージャーと、
採用通貨・買収通貨として世界的に有効な米ナスダック上場株の獲得へ

※ Business Combination Agreementの詳細：https://www.monexgroup.jp/jp/news_release/irnews/auto_20220309503074/pdfFile.pdf



トレーディング商品としての暗号資産

クリプトアセット事業の成長戦略
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米NASDAQへのDe-SPAC上場により、
グローバル化に加えて、新たなデジタル経済圏を創造

 暗号資産による
アセットマネジメント／ウェルスマネジメントの追求

 IEOによる新しい資金調達手法の推進

 web3コミュニティの構築



5. 新規事業他



新規事業の創造

企業理念「個人の生涯バランスシートの最良化を目指す」のもと、
新規事業を創造・推進
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『全ゲノム検査』サービスSTEAM教育

株式会社ヴィリング

バイリンガル講師による
英語学習サービス

株式会社Selan

 グループの成長点、“ゼロ” to “ワン”
 網羅的で機能的な手法により未来を考える

ジーネックス株式会社



マネックス・アクティビスト・ファンド

個人投資家へ、新しい運用手法をフィードバックするMAF
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 AIの時代の新しいαの源泉を求めて、
資本効率やガバナンスの改善に限らず、生産要素の交換を追求

企業との対話により
アルファを創出



マネックス・アクティビスト・ファンド

MAFを通じて個人投資家の投資環境を改善
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 受益者に新しい投資体験をもたらすだけでなく、日本企業の改革、資本市場の
活性化、ひいては日本社会の生産性の向上を目指し、

 証券取引所・政府審議会・メディアなどでの積極的な提案に繋げ、個人投資家
の投資環境の改善にも努める
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